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 退職を機会に研究業績をまとめてみると、性格

をよく反映して大きな山谷があったことが分かり

ます。修論をまとめて 1982 年に公刊論文とした後

に最初の谷を迎えました。次の研究業績は 1987

年までありません。助手就任から留学期間と重な

りますが、そうした環境の変化のためというより

も、テーマが見えなくなったことが理由でした。

修論では、ニューイングランド植民地の共同体に

恭順の政治文化が働いていたことに注目して階層

社会の変化と革命を位置づけることができました。

アメリカ入植に関してフロンティア的な個人と合

意という理解が強かった日本の学界では、画期的

な解釈だったとうぬぼれています。ところが、そ

こからさらにアメリカ史研究でどのような重要な

課題があるのか、どこにその切り口があるのか、

模索が続きました。留学もやりがいのあるテーマ

を見つけるのに苦心して史料を着実に収集し読み

進めることができませんでした。そんな状況に大

きな刺激をくれたのが近代イギリス史の授業でし

た。E.P.トムソンをはじめ、18 世紀イギリス社会

が市場化する中で地域ではどのような対抗・緊張

関係があったか、極めて興味深い研究をたくさん

読まされました。他に、ローレンス・ストーン、

キース・トマス、ジョン･ブルーワなどなど。そこ

でやっと、所有や市場が単純な発展ではなく、地

域の民衆的世界観を壊して近代社会が創造された

歴史を、アメリカでも深く知りたいと思うように

なりました。そこで、1987 年から 1996 年の単著

の完成までをピークに一気にアメリカ・ニューイ

ングランド植民地で民衆的な共同体と近代的な国

民国家・市場社会との相克をテーマとして研究を

発表してきました。 

 しかし、単著を書き上げたことで、また研究の

谷に入り次のテーマを模索することになりました。

ちょうど外大に移籍した頃です。本格的な論文執

筆はやっと 2005 年になります。9 年ほど知的に取

り組むべき問題を考え求める時期が続きました。

その間に、以前のテーマからまとめて公刊したも

のや史料の解説、洗練文化に刺激を受けて書いた

論文などがありましたが、渾身の論考はカール・

シュミットに刺激を受けたアメリカの世紀論です。

しかし、これも課題追求の途上で、外大での科研

に加えてもらうことを通じて国民国家の構築、歴

史の記憶の問題で大きく刺激を受けながら新たな

テーマが見えてきました。さらに、留学時代の指

導教授ゴードン・ウッド氏がフランクリンについ

て書いた、洞察の深い、しかも読んで面白い著作

から大きな刺激を受けました。フランクリンが連

合王国としてのイギリスの国民国家構築時代を生

きた人物であり、彼自身独立アメリカ国家の構築

に関わったことから、コスモポリタニズムとパト

リオティズムの関係という新たなテーマを見つけ

ることができました。 

 以前のテーマは、中世にも通ずる面のあるヨー

ロッパの共同体的世界を植民地時代のアメリカに

見つけその変化を意味づけてゆくことに大きな関

心がありました。現在のテーマは、合衆国がどの

ような歴史的過程を経て諸地域の共同体的な世界

から国民国家を構築していったのかに焦点を絞っ

ています。時代でいえば 19 世紀の初期から前半を

中心に考察しています。国家性を探る切り口とし

て 1812 年の戦争、モンロー・ドクトリンも新たな

見方で分析してきたつもりです。独立によって獲

得した主権国家の地位も、国際社会の中で行動す

るには厳しい規範がありそれを守れない国として

不平等の地位に甘んじざるをえませんでした。ま
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たアメリカ合衆国の場合は、地域共同体を国民国

家に包摂してゆく中でとりわけ大きな問題となっ

たのがインディアンの問題でした。所有と契約と

いう市場の法の均質化された場が近代国民国家で

す。イギリス社会で ungovernable な民衆的世界の

包摂は厳しい抑圧がありましたが、インディアン

の場合さらに全く別の世界観に生きており排除さ

れてゆきました。北アメリカでまだ国家構築途上

の間は、インディアンも諸帝国の競合関係を巧妙

に利用して同盟関係を働かせて何とか対抗してい

たものの、1820 年代に英米・米西関係が確定した

ことで国内は圧倒的な多数派が一方的に土地を奪

うことが可能となりました。最近では、この内外

に対する国家権力構築の効果を考察し研究してい

たところでした。 

 そこにコリン・ウッダード氏の著作から大きな

挑戦を突きつけられました。アメリカ合衆国は決

して一つの国ではなく、11 の国からなる EU のよ

うな連合体にすぎないとの視点です。確かに言わ

れてみればアメリカ史の解釈や現代アメリカの課

題についてその視点から見れば納得できる点が多

く、「ではアメリカ合衆国の建国とは何だったのか」

という根源的な問いを、改めて考察してゆく最後

のテーマに出会えたと受け止めています。 
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